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スケジュール �
13:00～13:30�

「俯瞰システムデザイン：絶対無からの楽観」　 �
前野 隆司 �
�

13:30-14:00�

「公共哲学のフロンティア：統合化への挑戦」�
小林 正弥 �
�

14:00-15:00　クロストーク�

15:00-15:30　質疑応答�
�

司会：野田 武志 （(有)オール・アズ・ワン）�



俯瞰システムデザイン �
ー絶対無からの楽観ー�

前野　隆司�
慶應義塾大学大学院�

システムデザイン・マネジメント研究科�



プレゼン資料は慶應SDMのHP、 �
前野隆司のHPで公開します。 �



Takashi Maeno �

前野 隆司 �

ロボットの�
身体と心�

機械工学�
設計工学�

イノベーション教育�
システム論 �

幸福学・共創学�
社会システムデザイン �

人間の�
身体と心�

2013年秋「活かす幸福学
（仮題）」（講談社）�



日本の問題：�

激動する現代社会が直面する問題の多くは、
問題をシステムとして俯瞰的視点からとらえ、
全体として整合性のある解を創造すべき問題
なのに、誰もそれができないこと。 �

環境問題�

年金�

防衛�

震災�

国家財政破綻�

国家ビジョン �

TPP�
農業�

技術のガラパゴス化�

理系離れ�

領土問題�

セキュリティー�

資源�

格差�
国際競争力の低迷�

小子高齢化� 外交�
原子力�

雇用�教育�
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想定外の事態への対応が困難な
日本の政府や企業�
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国際競争力のある製品開発・ �
商売ができない日本の企業�

昔: ウォークマン、 �
今: iPod�

新幹線のアメリカへの売り込みは
成功するか？�

新幹線のアメリカへの売り込みは
成功するか？�
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部品は超一流なのに、システムと�
しては三流の日本の製品�

日本でしか使
えない日本製
の携帯�

iPhone �

iPhoneの部品：�
日本製 ��
 ドイツ製�
韓国製�
アメリカ製�
中国製�
その他�

34％�
17％�
13％�
6％�

3.6％�
27％�

iPhoneに
追従する
タブレット
型携帯�

（ガラパゴス化） �
（ガラパゴス） �
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部品は超一流なのに、システムと�
しては三流の日本の製品�

建築・土木技術は超一流�
参考：オランダの自転車専用道路�

システムとしての道路の
運用は三流�
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日本の問題：�

環境問題�

年金�

防衛�

震災�

国家財政破綻�

国家ビジョン �

TPP�
農業�

技術のガラパゴス化�

理系離れ�

領土問題�

セキュリティー�

資源�

格差�
国際競争力の低迷�

小子高齢化� 外交�
原子力�

雇用�教育�

激動する現代社会が直面する問題の多くは、
問題をシステムとして俯瞰的視点からとらえ、
全体として整合性のある解を創造すべき問題
なのに、誰もそれができないこと。 �
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日本の問題：�

日本の問題を解決するには？�

「問題をシステムとして俯瞰的にとらえ全体として
整合性のある解をデザインする方法」（=システム
デザイン・マネジメント学）を確立し、これを身につ
けた人材の育成を行うべき。 �

12	


激動する現代社会が直面する問題の多くは、
問題をシステムとして俯瞰的視点からとらえ、
全体として整合性のある解を創造すべき問題
なのに、誰もそれができないこと。 �

世界�

世界�



システムデザイン・マネジメント研究科とは?�

システムズエンジニアリングやデザイン思考を基盤
に、複雑に絡み合った問題をシステムとして全体
最適の視点から解決するための方法を教育・研究
する、これまでにない、文理融合型の大学院。 �

www.sdm.keio.ac.jp	
  
�
�
�

日吉駅徒歩０分。 �
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世界一速いロボットハンド �

世界一小さい�
５指ロボットハンド � 触感のわかるセンサ �

人々は、役割分担に特化しすぎ�
もっと全体の問題をシステムデザインすべき�
そもそも科学技術はどうあるべきか？�
そもそも人間はどう生きるべきか？�
そもそも世界はどうあるべきか？� 14	




１．世界はどうあるべきか？ �
　　 西洋型世界観と東洋型世界観の融合!?�

�

２．私たちはいかに生きるべきか？ �
　　 システムとしての幸福な人生のデザイン!?�
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GDPは増えても生活満足度
（≒幸福度）は横ばい！�
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農耕革命�
（食糧革命）�

産業革命�
（動力革命）�

狩猟�
採集�
時代�

・家族�
・部族�

・国家�
・職業�

・グローバル世界�
・国家�
・会社（大企業）�

階層化・トップダウン化 �

人
類
⎢、
⎒
⎓、
依
存
症
⎡

⎻
⍹
⎞、
地
球
⎛
社
会
⏅
勝

手
⎞
作
⎽
変
⍻
⎙
来
⎒
⎓

⎄
⎝
⎡
⎚
⎢
⎝
⍷
⍾
？�

・地球環境問題�
・南北問題�
・戦争・テロ�

役割分担主義�
要素還元主義�
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こんな世界に誰がした？ �
論理的・科学的世界観�

↓�
役割分担主義・要素還元主義：分ける！ �

↓�
社会のしくみは効率化・高度化＝進歩？�

↓�
富は蓄積、しかし、 �

環境問題、南北問題、紛争問題など、 �
全体の問題を解く者がいない！�
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科学も哲学も社会も�
役割分担（要素還元）�

カント（理想はある） v.s. ベンサム(結果主義) �
科学も技術も会社も社会も：専門化の進展�

宗教も国家もバラバラ�
↑�

そもそも、「分けた」のが間違いでは？ �
（「分ける」à「分かる」というのは世界の�

近似モデル（若気の至り）に過ぎないのでは？）�
� 19	




電
子
書
籍
⑆
⑎
⑗
␻「

滅
亡
⎞
向
⍾
⍹
世
界�

̶
依
存
症
時
代
⎡
未
来
像」

(

前
野
隆
司)

⎻
⎽�

価値はそもそも「分ける」ことによって
理解できるものではないと考える�

価値は「分ける」ことによって
理解できると考える�
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価値はそもそも「分ける」ことによって
理解できるものではないと考える�

価値は「分ける」ことによって
理解できると考える�

電
子
書
籍
⑆
⑎
⑗
␻「

滅
亡
⎞
向
⍾
⍹
世
界�

̶
依
存
症
時
代
⎡
未
来
像」

(

前
野
隆
司)

⎻
⎽�

もともとは西洋も
東洋もなかった。 �
役割分担（要素
還元）主義もな
かった。 �

西洋で発明された
役割分担（要素還
元）主義が近代西
洋型進歩至上主
義につながった。 �

近代西洋型進歩
至上主義・役割
分担（要素還元）
主義が世界を席
巻。 �

近代西洋型進歩
至上主義では環
境・南北・紛争問
題を解決できない
ことが明らかに。 �



電
子
書
籍
⑆
⑎
⑗
␻「

滅
亡
⎞
向
⍾
⍹
世
界�

̶
依
存
症
時
代
⎡
未
来
像」

(

前
野
隆
司)

⎻
⎽�

価値はそもそも「分ける」ことによって
理解できるものではないと考える�

価値は「分ける」ことによって
理解できると考える�
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では、これからの世界はどうなるべきか？�
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農耕革命�
（食糧革命）�

産業革命�
（動力革命）�

これからの�
情報革命�

狩猟�
採集�
時代�

・家族�
・部族�

・国家�
・職業�

・グローバル世界�
・国家�
・会社（大企業）�

・グローバルネット
ワーク社会�

階層化・トップダウン化 �

ネットワーク化・ボトムアップ化 �

・ ・ ・ ・ ・ �

「分けない」 �
つながり�
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西洋型と東洋型!?�

近代西洋型進歩
主義�
「分ける」「分かる」世界観 �
�
合理的・科学的態度�
論理的二項対立図式�
（自他、勝敗、善悪、正誤）�

＝役割分担・要素還元�
à進歩か退歩か �

日本的・東洋的
価値感�
「分けない」世界観 �
�

論理超越型世界観�
「山は山にあらず�
　　　　　　　　故に山なり」�
進歩であり循環でもある�
○○は実在であり幻想�
諸行無常・絶対無�
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普遍主義の理論的不可能性と
実践的不可避性　（宮台真司）�

近代西洋的に
捉えると矛盾�

無常�
無我�
無私�

陰陽太極図�

「分けない」世界観 �
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理想はないが、理想はある�

世界のしあわせと平和の理想はない＝ある�
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�

どんな人が幸福？ �

28	

幸せのモデルはある＝ない�



地位財�
周囲との比較により
満足を得るもの�

非地位財 �
他人との相対比較とは関係
なく幸せが得られるもの�

健康�
自主性�

社会への帰属意識�
良質な環境�

自由�
愛情�

所得�

社会的地位�

物的財�

結婚�

個人の生活（安全）に
かかわること�

個人の進化・生存競争
にかかわること�

幸福の�
持続性�

[ネトル,2007]�

高い� 低い�

地位財（≒経済成長）に�
重きを置き過ぎる社会�

•  フォーカシン
グイリュージョ
ン（持続しな
い幸福）を目
指し過ぎ�

↓�
•  環境問題・
格差・紛
争…�

現代社会の不幸�
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どんな人が �
幸福か？ �
�

1500人へ�
のアンケート�
による主観
的幸福の因
子分析結果�

�
2013年秋�
出版予定�
（講談社学術文庫）� 30	




 

どんな人が �
幸福か？ �
�

1500人へ�
のアンケート�
による主観
的幸福の因
子分析結果�

�
2013年秋�
出版予定�
（講談社学術文庫）�

第1因子：自己実現と成長�
第2因子：つながりと感謝�
第3因子：楽観性とポジティブ �
� � 志向�

第4因子：独立とマイペース �
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ドグマあり �
（固執あり）�

欲求のレベル：高い�
（質的な欲求） �

欲求のレベル：低い
（量的な欲求） �

ドグマなし �
（固執なし）�

価値共生�
（対立意見を �
認め合う）�

強い
質的
対立�

強い
量的
対立�

�
価値交換�

（白黒つける） �
�

弱い
質的
対立�

弱い
量的
対立�

システムズアプローチに基づく�
紛争解決フレームワーク �

2012年度�
SDM研究科修士論文�

原田貴史�

世界平和の�
フレームワークは�

ある＝ない�
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時代潮流のパラダイムシフト �

これまで� これから�

•  「分ける」「分かる」 �
　＝二項対立型世界観�
• 進歩史観�
• 役割分担主義�
• 要素還元主義�
• 地位財の追及�
　（金＋モノ） �
• 失敗と成功�

• 論理超越的世界観�
• 循環型世界観�
• 非地位財の追及�
　（幸福）�
•  自己実現と成長�
•  つながりと感謝�
•  楽観性とポジティブ志向�
•  独立とマイペース�

• 絶対無からの楽観 �
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Ｔｈａｎｋ　ｙｏｕ． �

絶
対
無
か
ら
の
楽
観
へ�


